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ことである。そのため、本研究では以下 2 つの課題を設定した。研究 1 として、動物、
特にペットの命の価値が社会の中でどのように捉えられているか明らかにするため、内





〔      ペット             〕 〔    原発事故 〕 〔     避難 〕 
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現在日本でペットを飼う人の割合は全人口の 34.3％に達し（「動物愛護に関する世論調査」の概要 2010, 内閣府
















過去 30年、ペットが人間の健康に有益な影響を及ぼすことを様々な実証的研究が示してきた。例えば（Beck and 
Katcher 1996:2-8）、Patronek and Glickman (1993) 。Gaeng and Turner (2005) 、Zeltzman and Johnson （2011）、
（Johnson et al. 2011)Carlisle (2012) などの研究は、ペットが人間の健康や生活の向上に資するから、ペットは
人にとって重要な存在であるという人間中心の観点からの研究である。 
一方で、動物自体の命の価値と権利を認め、「動物の権利」の観点に立つ倫理学、法学、政治哲学領域の研究があ



















福島県田村郡三春町の 5つの仮設住宅に住むペットの飼い主に 16名に 1時間〜2 時間の半構造化インタビューを





インタビュイーは、30歳から 85歳の 16名で、男性が 10名、女性が 6名である。16名には 4 組の夫婦が含まれ
ており、家族数としては 12 家族である。12 家族のうち、4 家族が、ペットを「避難指示解除準備区域」の自宅に残
している。ペットは全て犬か猫である。 
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